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言葉の重み
埼玉県　所沢市立安松中学校　３年
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最近、思わぬ殺人事件や自殺が増えているように思う。その中には、｢そんなことするような人には見えなかったのに｣｢まさかあの人が…｣といった、思いがけない人が命の問題に関わってしまうケースも少なくない。では、なぜそのようなことが起こってしまうのだろうか。
　そういった人達は、自分の気持ちを素直に吐き出せないまま、いつも周りの目を気にし、にこにこと笑う。そうしているうちに、我慢することを覚え、我慢の風船はどんどん膨らんでいく。そしていつの日か突然、割れる。｢どうして気づいてあげられなかったのだろう。｣そんなことを言っても、もう遅い。なぜ人はこれに気づいてあげられないのか。
　その大きな原因の一つは、先入観にあると思う。｢あの子は頭が良い｣｢あの子は優しくていい子だ｣などと、その人に対するイメージは誰でも持つだろう。しかしそれを本人に言うと、お互いにそう思っていなくても、自然と押し付けになり、イメージという名の壁をつくってしまう。そして壁はその人の周りを塞ぎ、そのイメージから出れなくしてしまう。言った側は、まさかこれが負担になっているとは思わないのだ。
　私がなぜこんなことをいえるのかというと、私自身、これを体験したことがあるからだ。よくある話だが、｢今回全然テスト勉強できてないや｣と友達に言うと、｢えー、そんなこと言って絶対してるでしょ！頭良いもんねー｣と返ってくることがしばしばある。そういうとき、｢事実なのに、またわかってもらえない｣と思ってしまう。さらに、｢百花ちゃんって何でもできて完璧だよね、羨ましい｣と言われたときは、｢私だって人間だから、完璧なはずないのに｣と思いながらも、｢私は完璧でいなくちゃならないんだ｣と、心のどこかで思ってしまう。友達は、冗談や褒めたつもりで言ったのだろうが、たったそれだけの言葉でも私を傷つけるのには十分で、心に重くのしかかる。
　しかし、それとは対照的に、たった一言で嬉しくなるときだってある。私は、悩みや意見をあまり人に言わない。だが、以前私が悩んでいたとき、母が気づいてくれ、｢どうしたの？我慢しなくていいんだよ｣という言葉をかけてくれたときは、がちがちに固まっていた私の心を溶かしてくれた。そのとき、心がとても温かくなったのを今でも覚えている。
　このように、言葉はたった一言で心を温めるも、傷つけるもできる。だから、自分が普段人に投げかけている言葉を見直し、一語一語に気を付けて生活するべきだ。当たり前だと思うかもしれないが、その当たり前がいじめや犯罪を無くすための、大きな一歩なのではないだろうか。そしてまた、この機会に自分の持っていた先入観を振り払い、その人を見つめ直してみたらどうだろうか。
　近くで泣いている人ももちろんだが、普段明るく振る舞っている人にこそ目を向けてほしい。もしかしたら、心の内に秘めているものがあるかもしれない。それこそ、この世から犯罪やいじめを無くすための一番の方法だと思う。｢犯罪は無くなるのか？｣と問われたら、自信を持って｢はい、無くなります｣とは言えないかもしれない。しかし無くなることを信じて、地道に一歩ずつ歩み、輪を広げていけば無くなるのではないだろうか。多くの人が人を思いやり、犯罪のない世の中がいつか訪れるのを私は願っている。
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